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　横田公夫先生は大正 15
年生まれで、香川県丸亀
市の出身である。昭和 25
年に熊本大学医学部を卒
業後、岡山大学の陣内外
科に入局し、てんかんの
研究に従事されていた。
昭和 31（1956）年 6 月
1 日の松山市民病院の創
立にあわせ、藤井幸雄初
代院長、内科医長の富永
弘先生とともに岡山から
赴任された。宇高連絡船
で高松に渡り、国鉄の予
讃線で松山まで来たが、
1 日がかりで大変遠かった

と当時を振り返られた。市営の 4 階建ての風呂なしアパー
トに富永先生らと入居し、昭和 39 年の東京オリンピックは

このアパートで観戦されたそうである。結婚して既に長男
がおり、次男は松山で誕生した。
　開院当初は 20 床で運営し、のちに 32 床に増床した。当
時の外科症例は虫垂炎や
潰瘍、胃がんなどで、バ
リウム造影で診断をして
いた。手術は腰椎と局所
麻酔で、一人で行ってい
た。その後、昭和 36 年に
松山市内にて開業された。
　趣味は絵を描くことで、
“チャーチル会松山” など
で定期的に発表されてい
る。満 90 歳の現在も背筋
はまっすぐ伸び、矍鑠と
されており、はっきりと
した口調で語っていただ
いた。

昭和 31（1956）年の病院創立時に外科医長とし
て赴任された横田公夫先生にお話をお伺いしまし
た。（対談日：平成 28 年 2月 23 日）
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